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名嘉真三成
ひ
ひとうぬふうちぃCitunufutsI［名］人のロ。評判。うわざ。そこに居ない人について、
あれこれ言うこと。⑳ひとうぬふうつちやうとうるしいかん（人のうわさは恐い)。
ひとうぬみ－QitunumiX［名］人の目。人目。世間の人々の目。
ひとうば－きCitubaxki［名］_ざる。一つの水を切るのに使う容器。
ひとぅはくCituhaku［名］－箱。一つの箱。一つの箱の量。
ひとうはたCituhata［名］－旗。⑬ひとうはたあぎい（－旗あげる)。
ひとうばっぱいcitubappai［名］人まちがい。人違い。⑬～やひ_はじいかしいか
ん（人違いをして、恥ずかしい)。
ひとうばんcitubaO［名］一晩。晩から朝までの間。⑱～にゅ_ていがーなうぃ
どうしぃ（一晩寝たら治る)。
ひとうひさCituQisa［名］－足。前足と後足との隔たり。
ひとうふうしCitufuJi［名］一癖。普通と違った所のある人間と思わせる部分。
ひとうふうしぃCitufusf［名］－節。竹などの一つの節。
ひとうふうちぃCitufutsY［名］－口。⑥～んぬん（－口に飲む)。
ひとうふうでぃCitufudi［名］一筆。ちょっと書くこと。⑰～ひ_かちぃ（一筆で書
く)。
ひとうま－いCituma:ｉ［名］－回り。一回まわること。順序よく全部回ること。
ひとうまいCitumai［名］人前。人の見ている所。⑳～んなま－ぬばらうな（人前
ではあまり笑うな)。
ひとうま－びCituma:ｂｉ［名］人真似。他人の真似をすること。
ひとぅまうきCitumauki［名］－もうけ。まとまったもうけ。
ひとうまかいcitumakai［名］－椀。一つの椀。⑳～ぬみ_にゃ－ん（－椀に飲んで
しまった)。
ひとうまかしCitumakaJi［名］人任せ。自分のすべきことを、他人にきせること。⑳～
んあしぃな（人任せにするな)。
ひとうまくcitumaku［名］－幕。幕の上下の一区切り。⑪～ぬうわし、（一幕が終わ
る)。
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ひとうまさいcitumasai［名］人まさり。人より勝ること。
ひとうまじぃcitumadzl［副］一先ず。当分の間。いろいろあるが、とにかく。⑪～
うわり_からまたふでぃ（一先ず終わってからまた為よう)。
ひとうまたcitumata［名］－股。一つの股の長さ。⑱～ひ－とうぬじぃ（－股で跳
ぶ)。
ひとうまちがいCitumatJi9ai［名］人違い。ひとうばっぱいとも言う。⑪～ゆあしい
（人違いを為る)。
ひとうまとうみcitumatumi［名］一まとめ。一つにまとめること。⑪～にまとうみい
（一まとめにまとめる)。
ひとうみCitumi［副］一緒に。連れだって行動すること。⑳～しいかまんかいい
ふう（一緒に仕事に行く)。
ひとうみ－９itumiX［名］一目。－度見ること。ちょっと見ること。一度に全部見るこ
と。
ひとうみぐいCitumi9ui［名］一巡り。一回巡ること。⑪しぃまう～ひ－ふうう
（島を一巡りして来る)。
ひとうむいCitumui［名］－盛り。ご飲などの一つの盛り。
ひとうむじQitumud5i［名］（新）人文字。文字の形に見えるように、大勢の人が並んだ
もの。
ひとうむとうCitumutu［名］一本。～ぬき_（－本の木)。～ぬがじまる（－本の椿樹)。
ひとうむぬいCitumunui［名］－言葉。ちょっとした言葉。⑳しんし－が－ひ_
ちいむぬか－い（先生の－言葉で心が変わる)。
ひとうむらCitumura［名］－村。一つの集落。⑪～うぐいい（一村を越える)。
ひとうむりCitumuri［名］一群。鳥や虫などが、ひとかたまりになっていること。⑬－
ぬたかぬとうう（－群のサシバが飛ぶ)。
ひとうむんcitumuD［名］一操み。ちょっと操むこと。⑳てい_ぬ～ひーなうい
（手が－棟みで治る)。
ひとうやくcitujaku［名］一役。一つの役割。⑳ん－なん～な－あしぃみる（皆に
一役ずつさせなきい)。
ひとうやしいんcitujaslU［名］一休み。ちょっと休むこと。ひとうゆくうとも言う。
⑩じょ－－なひ－からまたはたらかでぃ（ざあ、一休みしてから、また働こ
う)。
ひとうやまCitujama［名］一山。その山の全部。積みあげた野菜や〈だものなどのひと
かたまりのもの。ひとうやまいす－（一山の野菜)。ひとうやまいんなぐ（一山の砂)。
ひとうやまいき－（－つの山の全体の木)。
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ひとうゆ－CitujuX［名］一夜。ひとばん。ある夜。⑪～にゅ－ていが－なうい
どうしぃ（一晩寝れば治る)。～やにっぶあいったん（ある夜は眠れなかった)･
ひとうゆだcitujuda［名］一枝。一つの枝。⑪～うぶい（一枝を折る)。
ひとうゆんCitujuO［名］－読み。ちょっと読むこと。⑳～ひ－やなうゆどうか
き＿あいがつきいん（－読みでは何を書いてあるか分からない)･
ひとうわちやくCituwatJaku［名］人のじゃまをすること。人をからかうこと・ひとう
わちちやくぴとう（人のじゃまをする人)。
ひなＣｉｎａ［名］雛。生まれたばかりの鳥の子。ひなどうい（雛鳥)。
ひないcinai［動］減る。目に見えて少なくなる。⑪ひとうぬかじいぬ～（人の数
が減る)。
ひなどうぃCinadui［名］雛鳥。生まれたばかりの小鳥。⑪～ぬあいちぃ（雛鳥が歩
く)。
ひならしいQinaras，［動］減らす。少なくするようにする。⑳ふぁうむぬ－－（食事
を減らす)。
ひなんcina9［名］（新）非難。他人を悪いと言って責めること･ひなんあしぃ（非難す
る)。
ひに－９ｍｉｘ［名］（新）捻り。足などを捻ること。
ひにいCinii［動］（新）捻る。足や手などを捻る。
ひにちQinitJi［名］（新）日にち。日の数。ひかじぃとも言う。
ひぬいQinui［名］丙。十千の第三で、乙の次。ひぬいんま（丙午)。
ひぬかんCinukaO［名］火の神。食物を作ったり明りをもたらしたりする火を神聖視す
ること。台所に祭った神。⑩～ぬうがん（火の神を拝む)。
ひぬとうCinutu［名］丁。十千の第四番目で、丙の次・
ひぬむとうQinumutu［名］火の元。火災の原因になったもの、また火のある場所。
⑪ひぬむとう－んじゃやいば（火の元はどこだ)。
びばぐ－しいかんbiba9uxslka9［形］吐き気がする状態。⑳ひ人なす￣ゆふあい～
（変な野菜を食べて、吐き気がする)･
ひばちcibatJi［名］（新）火鉢。炭火を置いて部屋を暖めたりするもの。⑬ひぱちゅ￣
ちぃきい（火鉢をつける)。
ひぱなcibana［名］火花。放電する時に出る火の光。⑪～うちらしい（火花を散ら
す)。
ひばりcibari［名］干割れ。割れ目が入ること。がらしいぬ～（ガラスの干割れ)。
ひばりいcibarii［動］干割れる。割れ目が入る。⑬じぃ－ぬ～（地面が干割れる)・
ひ－ひきやcix9ikja［名］おならをよくする人。
－１５１－
Hosei University Repository
びび－がつさbibiX9assa［名］（植）くわず芋。葉は毒を持っている。⑳～ぬういい
（くわず芋が生える)。
ひび－んci9ix9［擬音］ひひ－ん。馬の鳴き声。⑬～てい￣ぬ￣まいなちぃ（ひ
ひ－んと馬が鳴く)。
ひびちぃQibitsI［名］（新）響き。音が響くこと。
ひびちぃCibitsI［動］（新）響く。音や声などが回りに伝わる。⑬かにぬに￣ぬ～
（鐘の音が響く)。
ひまＣｉｍａ［名］暇。今しなければならない事がなくて、のんびりした時間。「暇を出
す」で、奉行人をやめきせたり、妻を離縁する意味はない。⑳きゅ_やひま_
にゃ－ん（今日は暇はない)。
ひ－まじぃcixmadzl［名］性交すること。
ひむcimu［名］（新）紐。糸より太く、綱より細い長い布。くちいぬひむ（靴の紐)。
な_とも言う。
ひむとうCimutu［名］火元。火を使っていた所。⑱～んかいき－ゆちいきる（火
元に気をつけなきい)。
ひやざうみんCijadzaumi9［名］冷しそうめん。冷たくしたそうめん。夏に食する。
ひやさつさcijasassa［感］嚇子。仕事に気合いを入れたり、舞踊のときなどに￣層気勢
をあげる時に用いる。
ひやみかしぃcijamikasl［動］ひやあっと声を出して気勢をあげる。⑳ひやざつき
てい＿～（ひやひやと気勢をあげる)。
ぴよぴよpijopij。［擬音］（新）ぴよびよ・雛の鳴く声。⑪～てぃなちぃ（ぴよぴよと
鳴く)。
ひらいcirai［名］つき合い。交際。互いに親しい間柄を続けること。⑳～やむちい
かしいむぬ（つき合いは難しい)。
ひらいぐ－かんCirai9uxka9［形］つき合いにくい。交際しにくい。⑳ゆか￣まい
や－とうや～（遠くの家とはつき合いにくい)。ひらいやしいかんの対。
ひらいやしいかんCiraijasIka9［形］つき合いやすい。互いに親しい間柄を続けやすい。
⑳まいがまいや_ぬひとうとうや～（近くの家の人とはつき合いやすい)。
ひらきいcirakii［動］開ける。開いた状態になる。新しい物事に理解のある、「開けた
人｣、「開けて来た」などの用法はない。⑪くまなぎや－やがていひらき￣どう
ふうう（このあたりはやがて開けて来る)。
ひらちぃCiratsI［名］開き。閉じていたものが中が見えるようになること。ひらちぃぬ
ひや－はな（開きの早い花)。
ひらちぃCirats，［動］開く。閉じていたものが広がる。⑳はなぬ～（花が開く)。
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しいまいの対。中が見えるようにした状態にする。⑬しゅむつちゅ～（書物を開く)。
しみい（閉じる）の対。
ひＵｃｉｒｉ［名］（新）ヘリ。ふち。端。ちぃくいぬ～（机のへり)・たたみい～（畳のへ
り)。
びりびりbiribiri［擬声］①ぴりぴりとぼろ着などの裂けるざま。②下痢をして、くそ
をひる音。
びりみかしぃbirimikasl［動］①ぼろ着やもろい布がびりびり裂ける。②下痢をしきり
にする。
ぴるｐｉｒｕ［名］①尋。尋の長け。約1.8メートルの長き。②尋の長けを測る接尾辞･
いっびる（－尋)、｜こびる（二尋)、ざんびる（三尋)、ゆんびる（四尋)、ぐびる（五
尋)、るくびる（六尋)、ななびる（七尋)、やびる（八尋)、<くびる（九尋)、とうび
る（十尋）と数える。
ひる一Cirux［名］（新）披露。めでたいことなどを公にする。ひる￣あしぃ（披露す
る)。
ひるましぃかんCirumaslkaU［形］珍しい。不思議である。どう考えても原因や理由が
分からない状態。⑪かいがしいかまいあしぃかた－－（彼の仕事の仕方は不思
議だ)。
ひるましいむぬCirumaslmunu［名］珍しいこと。不思議なこと。⑬～ぬゆ￣うぐ
い（珍しいことがよく起こる)。
ひるまいCirumai［動］（新）広まる。あることが広く行き渡る。古い言い方は、ひすが
い（広がる）となる。⑰ひんなうわさぬ～（変なうわざが広まる)。
ひるみいCirumii［動］広める。宣伝する。広く行き渡るようにする・ひすがらしい
（広める）とも言う。⑳な－ゆ～（名前を広める)。
-ひや一一Ｃａ：［接尾］奴。卑める接尾辞。<ぬひや￣（こいつ几かぬひや￣（あいつ)。
うぬひや_（そいつ)。
ひや－<いちＣａ:kuitJi［名］①百一。百の次の数。②百のうち－つだけ真実を言う者。う
そつき。
ぴゃ－ちぃんpjaxtsID［名］親雲上。琉球王朝時代の士族の位名。
ひや<Ｃａｋｕ［名］百。ひや－〈とも言う。９９の次の数。ひやくさい（百歳)。
ひや〈しよ－CakuJo：［名］（新）百姓。農業を営む者。いんしや（漁業を営む者）の
対。
ひやつかんCakka9［名］百貫文･銭一貫の百倍。
‐ぴゆ－－Pju：［接尾］俵。俵を数える単位。いつぴゅ￣（￣俵)、にぴゅ￣に俵)、ざ
んぴゅ－（三俵)、ゆんぴゅ－（四俵)、ぐぴゅ￣（五俵)、るくぴゅ￣（六俵)、なな
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ぴゅ_（七俵)、｝まつぴゅ－（八俵)、きゅ_ぴゅ_（九俵)、じっぴゅ_（十俵）のよ
うに数える。
ひやきcijaki［名］（新）日焼け。日光により皮膚が黒くなること。⑬ひやきゃ－
ひ－つふうふうない（日焼けで黒くなる)。
ひやくりCakuri［名］（新）百里。一里の百倍の距離。⑱～ぬんつちゆあいちい
（百里の道を歩く)。
ひやとういcijatui［名］（新）日雇い。－日単位の契約で雇うこと。ひやとういにんぶ
（日雇い人夫)。
ひゅ－いcuXi［名］日和。日柄。じゃう～（良い日柄)。
びゅ－いいあbjuxifza［名］酔った年輩の男性。
びゆうｂｊｕｕ［動］酔う。酒のアルコール分が体にまわり、精神や行動が普断と違う。
⑳さきや_いみ－－（酒を飲んで酔う)。
びゆ－いふういbjuxifui［名］酔ったふり。酔ったようにふるまうこと。⑪かりや－
－ゆどうひ－うい（彼は酔ったふりをしている)。
びゆ－いびや－かんbjuxibjaxka9［形］酔いが早い。酔いやすい。酔いのまわりが早い。
⑳ば_さきぬゆ－かいば～（ぼくは酒に弱いので、酔いが早い)。
びゅ－いま－びbjuximaxbi［名］酔った真似。酔ったしぐざをすること。⑪びゅ_い
ま_ぴゅ－あしぃ（酔った真似をする)。
びゅ－いんまbjuximma［名］酔った年輩の女性。ぴゅ_いいあの対義語。
びゆ－びゆ－bjuxbjux［擬音］びゆうぴゆう。風の強く吹〈音。⑳～てい－力､でいい
ふうちぃ（ぴゅうびゅうと風が吹〈)。
ぴゆ-ぴゆ－pjuxpjux［擬音］ぴゅうぴゅう。弓の矢や小石などの飛ぶ音。⑪～てい_
や_ぬとうう（ぴゅうぴゅうと矢が飛ぶ)。
ひよ－COX［名］①票。選挙に用いるふだ。⑭～ゆゆ人（票を数える)。②票を数え
る助数詞。いつぴょ_（一票)、にひょ_（二票)、ざんぴょ－（三票)、よんぴょ－
（四票)、ごひょ－（五票)、ろくひょ－（六票)、ななひょう（七票)、はちひょ－（人
票)、きゅ_ひょ_（九票)、じゅっ－ぴょ－（十票)、じゅ_いつぴょ－（十一票）の
ように数える。
ひよ－しcoxJi［名］（新）拍子。リズムの根底になる音の強き弱さの周期的区別。
⑬ひょ－しゅ_とうい（拍子をとる)。
ひょ－ばんCoxbaO［名］（新）評判。世の中の人達の批評やうわざ。～ぬじゃういしゃ
（評判の良い医者)。ひとうぬ～（人の評判)。
びよ－ぶbjoXbu［名］（新）屏風。部屋に立てて、仕切りや装飾に使う折りたたみ式の
もの。⑬ぴょ－ぶ_たていい（屏風を立てる)。
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-ひん－９i、［接頭］動詞について勢いを表す。ひんまがい（ひ人曲がる)。
びんｂｉＯ［名］（新）便。運送・交通機関。ふうにい～（船便)。ぱしいぬ～（バスの便)。
いち～（－便)、に～（二便)、ざん～（三便)、よ人～（四便)、ご～（五便）のような
助教詞にも用いる。
ひんがしぃCi99asl［動］逃がす。捕らえていたものを放して自由にする。⑳ぬ－まう
～（馬を逃がす)。
ひんがんCiD9aO［名］彼岸。春分・秋分の日の前後三日間。特別の行事を行なう。
ひんぎいciU9ii［動］逃げる。捕らえられていたものが放たれ自由になる。⑳ぬしぃ
どうい～（盗人が逃げる)。
ひんぎぬ￣まci99inuxma［名］逃げている馬。⑩～うかちぃみる（逃げている馬を捕
まえろ)。
ひんぎま－いciD9imaXi［名］逃げまわる。あちらこちら逃げ歩くこと。⑪～ばか－い
ひ－しゅむちいまいゆまん（逃げまわってばかりで本も読まない)。
ひんじゃCind5a［名］（動）山羊。ウシ科のひつじに似た動物。びきひ人じゃ（雄山羊)。
み_ひんじゃ（雌山羊)。
ひんじゃじいるcind5adzIru［名］山羊汁。山羊の肉を煮込んだおつゆ。祝宴の時よく
出される。ぬ－まじいる（馬汁)。わ－じいる（豚汁)。
ひんじゃぬつさcind5anussa［名］山羊の草。山羊が食べる草。⑳～うかい（山羊の
草を刈る)。
ひんじゃぬつすQind5anussu［名］山羊のふん。山羊が出した黒豆のような糞。
びんだらいbindarai［名］洗面器。顔を洗うための容器。⑪～ひ_みはなうあらう
（洗面器で顔を洗う)。
ひんなかんcinnaka9［形］（新）変な様子である。⑬かいがかんがいや～（彼の考
えは変である）
ひんまがいcimma9ai［動］（新）ひ人曲がる。ひどく曲がる。ひんは接頭語。
ひんまぎいcimma9ii［動］（新）ひ人曲げる。ひどく曲げる。⑳かにゆ－～（鉄をひ
ん曲げる)。
△、
ふあ－しぃfaxsI［動］食らわす。車が坂で流れないように石などを挾んで車止めをす
る。⑪くるまんかいいつす～（車に石を挾む)。
ふあうｆａｕ［動］食べる。食物を体内にとる。⑬むぬ－～（ご飯を食べる)。ふあうぐ
とう（食べること)。
ふぁうむぬfaumunu［名］食べ物。動物が生命を育むために必要な野菜や肉など。
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⑳ふあうむぬ－ふあう（食べ物を食べる)。
ふ－のｕｘ［名］帆。船の帆柱に張って、船を進めるためのもの。ふうにいふ－（船の
帆)。
ふ－①u：［名］穂。茎や枝に花が群がっているもの。「筆の穂」のように、とがったも
のの先の意では用いない。
ふ－のｕｚ［名］果報。運。天の定めたもの。ふ_やにゃ－んむぬ（運のない者)。ゆが
ふ－（世果報)。
ふ－のｕｘ［名］（新）法。のり。法律。きまり。⑩～ゆうかしいていが一ならん
（法を犯したらいけない)。
ふ－のｕｘ［擬音］ふう－．火を吹き消したり、熱いものをさます時に息を吹きつける
音。⑳～てい_ふうき_うまつちゆきや－しぃ（ふうと吹いて、火を消す)。
ぶ－ｍ［名］苧。糸芭蕉。ばざじぃ人（芭蕉で織った着物）をつくる糸。⑳～ゆん
ん（糸芭蕉を紡ぐ)。
ぶ－ｂｕｘ［名］緒。ひも。糸より太く綱より細いもの。あっちゃいぶ＿（下駄の鼻緒)。
-ぶ‐ｂｕ［接尾］分。十分の一の分量を表す。いちぶ（一分)、にぶ（二分)、ざんぶ
（三分)、よんぶ（四分)、ごぶ（五分)、ろくぶ（六分)、しちぶ（七分)、はちぶ（八
分)、きゅ_ぶ（九分)、じゅ_ぶ（十分）と数える。
-ぶ‐ｂｕ［接尾］部。全体を何かの基準で分類した一つ一つ。いちぶ（－部)、にぶ（二
部)、ざんぶ（三分)、よんぶ（四分)、ごぶ（五分）のように数える。
ぶ－ｐｕｘ［擬音］ぶう。らっぱや庇を放った時の音。⑪～てい－らっぱうならしい
（ぶうとらつばを鳴らす)。
ふい①ｕｉ［動］掘る。穴をあける。⑳じぃ_ゆ～（地面を掘る)。あなふい（穴掘り)。
ふい①ｕｉ［動］彫る。彫刻する。えぐる。⑪き_ゆ～（木を彫る)。
ぶいｂｕｉ［動］折る。その部分のみを鋭く曲げる。⑳き－ぬゆだう～（木の枝を折
る)。
ふいいｆｉｉ［動］①くれる。与える。あげる。②補助動詞として、～してくれるの意味に
なる。⑭うぐいむい－～（贈物を与える)。じぃ－ゆかき－－（字を書いてくれ
る)。
ぶいいｂｕｉｉ［動］ほえる。犬などが高い声を出す。⑪いんい～（犬がほえる)。ぶい
いん（ほえる犬)。
ぶいいんbuiiO［名］ほえ犬。高い声を出してほえている犬。
ぶいぶいbuibui［擬音］ぶつぶつ。不平をぶつぶつ言う様子。⑬～てい－むぬ＿あ
い（ぶつぶつものを言う)。
ぶいむぬbuimunu［名］苞。お祝いなどから持ち帰るごちそう。⑪ぶいむい＿ふいい
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（苞をくれる)。
ふ－い①uxi［名］震え。寒言などのため、体が揺れるように動くこと。⑳～ぬどう
とうまらん（震えが止まらない)。
ふ－い①uXi［動］震える。寒苔などで細かく揺れ動く。⑬うとうるしいかいばふ_
リーうい（恐ろしいので、震えている)。
ふう－いんfuxiO［名］（新）封印。封じた所に印を押すこと。⑳～ぬあしぃ（封印を
する)。
ふう－がわいfux9awai［名］風変り。他人と変っていること。ふう￣がわいなびとう
（風変りな人)。
ふ－きかんのu:kikaD［形］おもしろくふざけたりする状態・ふ￣きびとう（ふざける
人)。
ふ－きびとうのuxkibitu［名］おもしろく、ふざけたりする人。⑪ふ￣きびとう￣う
むつしかん（ふざける人はおもしろい)。
ふ－<－のuxkux［名］奉公。公や他人のために働くこと。⑳～ゆあしぃ（奉公をす
る)。
ぶ－さ－buxsax［名］じゃんけんの一種。⑪～ゆあしぃ（じゃんけんをする)。
ぶ－じぃbuxdzl［名］（植）砂糖黍。畑につくる一年草で、汁から砂糖をつくる。
⑪ぶ－つぢゅいぴい（砂糖黍を植える)。
ぶ－じいいびbuxdzlibi［名］砂糖黍の植えつけ。⑭ぶ￣じいいぴゃ￣〈￣かん（砂
糖黍の植えつけは、きつい)。
ぶ－じぃがらbuxdzI9ara［名］砂糖黍の汁を搾った殻。干して燃料にする。⑪～う
む_しぃ（砂糖黍の殻を燃やす)。
ぶ－じぃざにｂｕ:dzrzani［名］砂糖黍の種。茎を切ったもので、植えつけ可能のもの。
ぶ－じぃたうしぃbuxdzftausI［名］砂糖黍倒し。砂糖黍を収獲すること。ぶ￣じぃな
じぃとも言う。⑪きゅ－や～（今日は砂糖黍の収獲だ)。
ぶ－じぃなじぃbuxdzlnadzI［名］砂糖黍を薙ぐこと。砂糖黍を収穫すること。⑱ぶ￣
じぃなつぢやく_かん（砂糖黍収獲はきつい)。
ぶ－じいぬしいるbuxdzimusIru［名］砂糖黍の汁。黒砂糖の元になるもの。⑭ぶ￣
じぃぬしいる-しいぶい（砂糖黍の汁をしぼる)。
ふ－しいぬみだま①uxslnumidama［名］大牛の目玉の語構成で、枇杷の実を意味する。
実は食用になる。バラ科。⑬～うふあう（枇杷の実を食べる)。十一月頃、白色の小
きい花をつける。
ぶ－じいばたきｂｕ:dzlbataki［名］砂糖黍畑。砂糖黍を作るための畑。畑のことは、普
通はいと言う。⑭ぶ－じぃぱたきゅーかでいい（砂糖黍畑を耕す)。
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ふう－じぃふうfuXdzIfu［名］（植）ほおずき。ナス科の多年草で、実は六角の袋に包
まれている。ふう－じぃふうばらん（ほおずきの袋)。
ふう－じぃふうばらんfuXdzIfubaraU［名］ほうずきの袋。その中に赤い実をつける。
袋は口に含んで鳴らすことができる。⑪～ぬならしぃ（ほうずきの袋を鳴らす)。
ふう－どうふうfuxdufu［名］病名の一種。膝の関節が痛くなる病気。膝の下が腫れる。
ぶ－ぬbuxnu［名］斧。木を割るのに使う。<きび形の鉄に柄のついた道具。⑬～ひ－
たむぬ_ぱい（斧で薪を割る)。ゆちぃ（斧）とも言うが、ぶ_ぬより少し小きいも
の。
ぶ－ぬかしぃbuxnukasl［名］芭蕉の津。芭蕉の繊維をとった後の倖。
ふ－ぬはら①uXnuhara［名］帆の柱。帆を張るための柱。ふばしらとも言う。
ふ－び①uxbi［名］褒美。よい行為に奨励のために与える金や品物。⑪ふ一びゅ_
ふいい（褒美をくれる)。
ぶ－ぶ一buxbux［擬音］ぶうぶう。自動車のエンジン音や豚の鳴く時の音。⑬わ－ぬ
～てい－なちぃ（豚がぶうぶう鳴く)。
ぶ－みかしぃbuxmikasl［動］ぶうぶうきせる。自動車のエンジンの音などを激しくす
る。⑬くるまう～（車をぶうぶうぎせる)。
ぷ－みかしぃpuxmikasI［動］庇を何度も連続して放る。⑬ひ－ゆ～（庇をぶうぶう
放る)。
ふういｆｕｉ［動］振る。ある幅をもって円形や往復状態に動かす。⑳てぃ－ゆ～（手
を振る)。「女に振られる」の意味でも用いる。
‐ふうい－fui［接尾］ふう。まね。外から見える様子。にゅ－ふうい（寝たふり)、
ぴゅ-ふうい（酔ったふり)、つきんふうい（知らんふり)、ちぃかんふうい（聞かぬふ
り）などのように使う。
ふう－ｆｕｘ［名］目や穴などをふさぐ。〈びんぬふうっちゅぬいひ－ふう_ゆあ
しぃ（瓶の口を布でふざくり。
ふう－ｆｕｘ［名］封。蓋などを閉じること。⑭ていがみぬふう_ゆあしぃ（手紙の
封をする)。
ふううｆｕｕ［動］来る。行く。あるものが空間的や時間的に、自分の方に移動する。
⑳ひとぬ～（人が来る)。んなまからっぶあがまいんかいく－でぃ（これから
君の所に行く）。
ふううｆｕｕ［動］降る。雨などが空から落ちて来る。⑬あみい～（雨が降る)。はい
ぬ～（灰が降る)。
ふううｆｕｕ［動］閉める。戸を閉める。②やどう－－（戸を閉める)。
ふう－みｆｕｘｍｉ［名］（新）風味。口に含んだ時の何ともいえないよい味。じゃうふう_
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み（よい風味)。
ふうかかんfukakaU［形］深い。底までの距離が多い。⑳くまぬいんな～にこの
海は深い)。
ふうかしぃfukasl［動］わかす。沸かす。水を熱くする。⑳ゆ￣ゆ～（湯を沸かす)。
ふうかしぃfukasl［動］小便や大便をもらす。⑪つす￣ふうかひ￣にゃ￣ん（糞を
もらしてしまった比
ふうかふうかfukafuka［擬態］ふかふか。クッションがよい様子。⑳くいび￣だいや
～てぃぴ_やしいかん（この椅子はふかふかして座りやすい)。
ふうがましいかんfu9amasIkaU［動］口うるきい。口やかましく言う。⑱ばんていが
しゅ_や～（ぼくらの祖父は口うるさい)。
ふがまちい①u9amatsl［名］大きな頬、またその人。ふがまちぃびとう（頬の大きな
人)。
ふがまちぃびとうのu9amatsIbitu［名］大きな頬の人･ふがまちいとも言う。
ふからっさのukarassa［名］嬉しさ。有難うの挨拶言葉としても使う。
ふからしいかん①ukarasIkaD［形］嬉しい｡ある出来事に満足し、顔がほころぶ状態。
⑳ご_かくひ－－（合格して嬉しい)。ふくらしいかんとも言う。
ふからしい<とうのukarasIkutu［名］嬉しい事･
ふがんまい①u9ammai［名］大きな頭、またその人。ふが人まいぴとうとも言う。
ふがんまいびとう①u9ammaibitu［名］大きな頭の人。単にふがんまいとも。
ふき①uki［名］ほこり。小苔なごみ。⑬～ぬみ－んかいはい（ほこりが目に入る)。
ふぅききや－しぃfukikjaXsI［動］吹き消す。息で吹いて火を消す。⑪うまつちゅ～
（火を吹き消すル
ふうきゃきいfukjakii［動］爆発する。急に音などを伴って、破裂作用を起こす。⑭だ
いだまれ～（ダイナマイトが爆発する)。
ふうぐいfu9ui［名］睾丸。男子の精子を産し、内分泌をするところ。たにとも言う゜
ふうぐましぃfugumasI［動］へっこませる。窪むようにする。⑳かんからう～（罐
をへっこませる几
ふうくるfukuru［名］袋。中に物を入れて口を閉じるもの。⑱～んかいいりい（袋
に入れる)。接尾辞としても用いる。ひとう～（－袋)、ふうた～に袋)、み～（三袋)、
ゆ～（四袋)、いちい～（五袋）のように数える。
ふうぐんfuku9［動］①含む。外から中にとり込む。⑳ぬいいみつじゅ～（布が水
を含む)。②物を口の中に入れた状態にする。⑬きたうふうちいん～（黒砂糖を口
に含む几
ふうぐんfu9uD［名］窪み。〈ぼんた所･ヘっこみ。かんぬ～（罐のへっこみ)。き￣ぬ
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～（木のへっこみ)。
ふうぐんfu9uU［動］へっこむ。くぼむ。ものの￣部が落ち込んで、まわりより少し低
くなる。⑬じぃ_ぬ～（地面がくぼむ)。
ふうこ－fuko：［名］不孝。親不孝。親を心配きせたりすること・
ふうしｆｕＪｉ［名］癖。いつのまにか、そうするようになっている個人的な動作。やな～
（いやな癖)。⑬～んない（癖になる)。
ふうしぃｆｕｓＩ［名］櫛。髪を整える道具。⑳～ひ－からつじゅきっちぃ（櫛で髪を
柿ろ)。
ふうしぃｆｕｓｆ［名］節。竹などの茎の継ぎ目になっているふくらんだ所･たきい～（竹
の節)。たきうしぃ（竹節)。接尾辞として、ひとううしぃ（￣節)、ふうたうしぃ（二
節)、みうしぃ（三節)、ゆうしぃ（四節)、いちいうしぃ（五節）のようにも使う。音
楽の旋律にも使う。
ふうじぃfudzf［名］銭。番号などのどれが当たりか、引く人に知られないようにして、
任意にひかせるもの。⑳ふつじゆひちぃ（くじをひく)。
ふうじぃfudzr［名］釘。金属や木などの先をとがらせ、打ち込んで物と物を固定きせ
るもの。かにふうじぃ（鉄の釘)、き－ふうじぃ（木の釘)、たきふうじぃ（竹の釘）な
どがある。
ふうじぃfudzl［名］①首。頭と胴体をつなぐ部分の後ろ側。②襟。首を回って前で交
わった衣服の部分。
-ぶしいかん‐buslkaD［助動］欲し・～したい。動作．作用の願望を表す。動詞の連用
形、可能の助動詞ゆ＿しぃ（できる)、受身の助動詞いい（れる)、使役の助動詞しい
（す)、しいみい（せる）などの連用形に接続する。⑪じぃ－ゆかちいぶしいかん
（字を書きたい)。うつとうんていがみゅ_かかしいぶしいかん（弟に手紙を書か
せたい)。かぎじぃ－ゆ力､ちぃゆ－しいぶしいかん（きれいな字を書くことができた
い)。
ふうじぃだるかんfudzldarukaO［形］首がだるい。首のまわりがだるい。肩凝りなどの
時に起こる状態。
ふしいむぬのusImunu［名］干し物。日に干すもの･洗濯して干す必要のある衣類。
⑬ふしいむい－ふしぃ（干し物を干す)。
ふうじいうんfudzlu9［名］籔運。くじの当たる確立のこと。⑭～ぬじゃうかん（く
じ運が良い)。
ふうじいうんなにゃ－んfudzIunnanjaxU［連語］くじ運のない｡くじの当たる可能性が
低い様子。－むぬ（くじ運のない者)。
ふうじぃじゆ－かんfudzld5uxkaU［形］くじ運が強い。⑳っぶあ￣～（君はくじ運
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が強い)。ふうじいゆ_かん（くじ運が弱い）の対義語。
ふうじいゆ－かんfudzljuXkaD［形］くじ運が弱い。⑳ふうじいゆ￣かいばどうせ
あたらん（くじ運が弱いから、どうせ当たらない比
ふうたきなfutakina［副］すぐ。まもなく。時間がたたないうちにただちに。⑪～
〈－よ－（すぐに来いよ)。
ふかのuka［名］外。あるものを除いた所や物。なか（中）の対義語。⑪～んかいい
でい＿はい（外に出て行く）。～ぬひとう－み_んな（他の人はいないか)。
ふかま－いのukamaxi［名］外回り。家庭外を回り歩くこと。⑳～やひ_はんたか
ん（外回りで忙しい)。
ふうかましぃfukamasf［動］深くする。上から底までの距離を多くする。⑱か￣ず
〈－すっふい－－（井戸の底をすくって深くする)。
ふうぐぎfuku9i［名］（植）福木。葉の大きい亜熱帯喬木。防風林や防火林になる。
ぶくぶくbukubuku［擬音］ぶくぶく。湯などが沸く様子。⑩～てい￣ゆ￣ぬふう
ちぃ（ぶくぶくと湯が沸く）。
ふしい①usｆ［名］星。夜空に光り輝く天体。あかぶしぃ（火星)。にぬはぶしぃ（北極
星)。⑪～ぬひかい（星が光る)。
ぶしぃｂｕｓｌ［名］武士。武道によって主君に仕えた、百姓や商人などの上の階層。
ぶしいくとうばbusIkutuba［名］武士の言葉。士族語。士族が用いる言葉。⑳～う
はなしぃ（士族語を話す)。
ふしいのusｌ［名］つむじ。人の頭髪などで、うずを巻いたように生えている所･ふう
たうしぃ（二つつむじのあること。またその人)。
ふくらしいかん①ukurasIka9［形］嬉しい。ふからしいかんとも言う。⑪むぬ￣い
い－－（物を貰って嬉しい)。
ふくらしいくとう①ukurasIkutu［名］嬉しい事。ふからしい〈とうとも言う。⑱ふく
らしいくとう_じゃうむぬ（嬉しい事は良いものだ)。
ふす①usｕ［名］へそ。腹の真中にある穴のような部分。人－ぶとも言う。「へそを曲
げる」「へそで茶を沸かす」などの意味では用いない。ふすぬう－（へその緒)･
ふす①usｕ［名］潮。満ちたり引いたりする海水のこと。す－とも言う。⑬ふす￣ん
み－ふうう（潮を汲んで来る)。
ふすぬう－①usunuu：［名］へその緒。生まれた時、ヘそと母体をつながっているもの。
⑳～ゆすい（へその緒を切る)。
ふすみじい①usumidzI［名］潮水。海水。⑬ふすみつじゅ人人（潮水を汲む)。
ふうたｆｕｔａ［名］蓋。物の口などにあてて、出入りをふざぐもの。なびぬふうた（鍋の
蓋)。か－ぬふうた（井戸の蓋)。⑪なびんかい～うあしぃ（鍋に蓋をする)。
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ふうだｆｕｄａ［名］①札。文字や記号が記入されている紙や木片。②罰札。規則違反をし
た時の札。③投票札。選挙の時、投票に用いる用紙。⑳－ういりい（投票札を入れ
る几
ふうた－いfutaxi［名］二人。－人に一人多い人数。たうきゃ－（一人)。みちゃ－い
（三人)。ゆた－い（四人)。のように言う。⑳～ひ－あしぃぱどうひらいい
（二人でやれば、できる)。
ふうたいfutai［名］額。顔の髪の生えぎわから眉までの部分。ひすふうたい（広い額)。
⑬～ぬいみかん（額が小さい)。
ふうたいまきfutaimaki［名］つむじが二つあること、またその者。普通、気性が荒い
といわれている。
ふうた－ちぃぱいfutaxtsfbai［名］二つ割り。二つの部分に分かれるようにすること。
み－ちぃぱい（三つ割り)、ゆ_ちぃぱい（四つ割り)、いちいちぃぱい（五つ割り）の
ように言う。⑳か－つす～んかいあしぃ（お菓子を二つ割りにする)。
ふうた－ちぃみ－futaxtsmix［名］二つ目。両眼。かたみ（－つの目）の対義語。
⑬～ひ_まきがんみい（両眼でちゃんと見る)。
ふうたうやfutauja［名］二親。両親。生んでくれた父母。力斡たうや（片親）の対義語。
⑱～がんじゅ－ひ_うい（両親とも元気でいる几
ふうたく゛futa9u［名］二児。双生児。同じ母親から同時に生まれた二人の子。⑪かい
とうばんとうや～（彼とぼくとは二児だ几
ふうたとう－いfutatuXi［名］二通り。二つの方法や選択があること。みとう_い（三
通)、ゆとう_い（四通り)、ぐとう－い（五通り）のように使う。⑪～ぬあしぃか
たひ－ひ_み_る（二通りのやり方でやってみる几
ふうたとうしぃfutatusI［名］二年。一年を二つ合わせた年の長さ。⑳かいがや－ゆ
いでい_から～なり_どううい（彼が家を出てから二年になる)。みとうしい
（三年)、ゆとうしぃ（四年)、いちいぬとうしぃ（五年)、むいぬとうしぃ（六年)、な
なとうしぃ（七年）のように数える。
ふうたなんかfutanaOka［名］二回目の七日。死んでから二週間目の法事。はちぃなん
か（初七日)、みなんか（三七日)、ゆなんか（四七日)、いちいなんか（五七日)、むな
んか（六七日)、なななんか（四十九日）などのように言う。
ふうちぃfuts，［名］①口。食物や飲み物などを入れる所。⑬～からみつじゅぬん
（口から水を飲む)。②言葉。意思を伝達するため音声器官を使ってするもの。うちい
な_ふうちぃ（沖縄ロ、沖縄の言葉)。③評判。うわざ。ひとうぬふうちぃ（人のうわ
言)。
-ふうちぃ‐futsl［接尾］口。食べ物を口に入れる回数を数える助数詞。ひとうふう
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ちぃ（一口)、ふうたふうちぃ（二口)、みふうちぃ（三口)、ゆふうちぃ（四口)、い
ちいふうちぃ（五口）などと言う。
ふうちぃfutsI［名］茎。里芋や野菜類の枝葉や花がつく部分。⑪す－ぬふうっちゅ
すい（野菜の茎を切る)。
ふうちぃfuts，［動］葺く。かわらや茅などで屋根をつくる。⑱かやや-ゆふうちい
（茅の家を葺く）。カコーらや－（瓦の家)。すらぶや－（コンクリートの家)。
ふうちぃfutsI［動］①吹〈。風などが流れる。⑭かでいぬ～（風が吹<)。噴く。中
から勢いよく外に出る。⑳みじいぬ～（水が噴く)。②息を出す。⑩いつちゅふう
き-いだしぃ（息を出す几
ふうちぃfutsI［動］沸く。沸騰する。水が熟せられ、湯気が出てあわも現れる。
②ゆ－ぬ～（湯が沸く)。
ふうちいかfutslka［名］二日。一日を二つ合わせた時間。⑬～あとうんまたい
でゃ_でぃ（二日後にまた出会おう）。ちぃいたちぃ（－日)、み_か（三日）、ゆ－か
（四日)、いちいか（五日)、むいか（六日)、ないか（七日)、や_か（八日)、くぐい
か（九日)、とうか（十日）と言う。
ふうちいが－いfutsI9aXi［名］口ごたえ。口でいどみかかること。
ふうちいくぱいfutslkupai［名］どもること。言葉がすらすら出て来ない様子のこと。
⑪～やひ_むぬいあいあい人（どもりで言葉が言えない)。ふうちいくばりやは、
どもる人の意。
ふうちいくぱいfutsIkupai［動］どもる。言葉がすらすら言えない。⑱かなまいぬや
み－－（頭が痛くて（口が）どもる)。
ふうちいくぱいかんfutsIkupaikaO［形］どもって口べたな様子。⑪ば_ふうちぃ〈
ぱいかいばっぶあがゆみ（ぼくはどもって口べただから、君が読め)。
ふうちいくばりやfutslkuparja［名］どもり。どもる者。言葉がスムーズに出て来ない
者。ふうちいくぱいぴとうとも言う。
ふうちいくぱいびとうfutsi[kupaibitu［名］どもり。どもる人・ふうちぃくばりゃとも。
ふうちぃじゆ－かんfutsfd5mkaO［形］口ごたえが激しい様子。ふうちぃじゅ_びとう
（□ごたえが強い人)。⑪ばがっふあ－～（ぼくの子供は口ごたえが激しい比
ふうちぃじゆ－びとうfutsId3uxbitu［名］口ごたえが強い人。
ふうちぃだるかんfutsIdarukaD［形］しゃべり疲れしたり、物を噛み過ぎたりして、口
がだるい。⑱むぬ－あいしいぎ－－（言葉をしゃべり過ぎて、口がだるい)。
ふうちいとうがﾚﾉやfutsItu9arja［名］①口がとがった者。口が普通より前に出た人。
②□をとがらせて、不平を言う者。
ふうちぃなんみゃfutsInammja［名］舌先で唇をなめる癖のある者。⑩あかっぶぁ－
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～んどうない（赤ちゃんは舌先で唇をなめる癖がつきやすい)。
ふうちいにゆ－かんfutsInjuxka9［形］口が遅い。言葉がたどたどしく遅い。ふうちい
にゅ＿ぴとう（口が遅い人)。ふうちぃぴゃ_かん（口が早い）の対義語。⑳は_ぬ
やみ－－（歯が痛くて、言葉がたどたどしい)。
ふうちいにゆ－びとうfutslnjuxbitu［名］口が遅い人。言葉がたどたどしく遅い人。
ふうちぃぴゃ－びとう（口の早い人）の対。
ふうちいはがうかんfutsIha9aukaD［形］口がかゆい｡口がえぐい･いがらっぽい。
⑳ひんなす－ゆふあい～（変な野菜を食べて、ロがえぐい几
ふうちぃぱくぱくfutsIpakupaku［副］口を大きく開けて、ぱくぱくする状態。⑳いう
い～ひ-うい（魚が口ぱくぱくしている)。
ふうちぃひぎfutsI9i9i［名］口髭。口のまわりに生えている髭。顎髭は、あく､､ひぎと言
う。⑬ふうちぃひぎゅ－そい（口髭を剃る)。
ふうちぃびゃfutsrbja［名］いぼ。一部の皮膚が丸く小きく突出したもの。⑳～ぬい
でいい（いぼが出る几
ふうちぃびや－かんfutslbja:ｋａＯ［形］口が早い。①言葉が早い。早口である。②口出
しするのが早い。
ふうちぃびゃ－びとうfutslbjaxbitu［名］口の早い人。言葉を話すのが早い者。⑪か
りや－～（彼は早口の人だ)。
ふうちば－futJibaX［名］虫歯。穴があいたり－部欠けている歯。⑪まいば￣ぬどう
～んなり-うい（前歯が虫歯になっている)。
ふうちいゆ-futsIjux［名］沸騰している湯。湯毛や泡が出ている熱い水。⑬～ゆま
かいんかいいりる（沸騰した湯を椀に入れろ)。
ふうちゃんたfutJanta［名］粘土。粘りけを有する土じよう。あかんた（赤土)。つ
ふうんた（黒土)。⑩～ひ－ふとうきゅ_ちゅふうう（粘土で仏像をつくる)。
ふうつじやfudd5a［名］鯨。海にいる魚のような哺乳類の動物。⑭～ぬう￣じぃ
（鯨が泳ぐ)。
ふうつちぃfuttsl［動］括る。結ぶ。組や縄などを物に巻いて締める。⑳ひとう￣
き－んかい～（人を木に括る)。
ふうつちぃfuttsl［動］くじる。ほじくる。穴を掘るようにして、中にある物を捜し出
す。
ふつば－ぎ－①ubbax9ix［名］（植）オオバギ。植物の－種で、トウダイグサ科の葉の
大きい木。
ぶつとうるbutturu［名］そうめんを油で妙めたもの。ざうみんぶつとうるとも言う。
あつき1）した味で、夏バテにもよい。
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ふうでぃｆｕｄｉ［名］筆。墨で字や絵を書く道具。ふうでいたてぃ（筆立)。⑪～ひ－
じぃ－ゆ力､ちぃ（筆で字を書く）。
ふてい①uti［名］傷跡になった頭のはげ。⑳～んない（頭の傷跡になった)。
ふうでいたてぃfuditati［名］筆立。筆を立てておく道具。⑩～んふうでゅ－た
ていい（筆立に筆を立てる)。
ふどう①udu［名］体の大きき。体。がば－ふどう（大きな体)。いみふどう（小ざな
体)。⑪～ぬどぅがば－かい（体が大きい)。
ぶとうbutｕ［名］夫。配偶者としての男の方。とうじぃ（妻）の対義語。じゃうぶとう
（良い夫)、やなぶとう（悪い夫)。とうじいぶとう（夫婦)。⑱ぶとう-とうみい
（夫をさがす)。
ぶどういbudui［名］踊り。村芝居。歌などに合わせて、感情を表して手足や体を動か
す。かぎぶどうい（美しい踊り）。じぃみぎぶどうい（勇壮な踊り）。
ぶどういbudui［動］踊る。音楽などに合わせて手足を動かし、感情を表現する。⑩ぶ
どういゆがぎ－ちゃ～（踊りをきれいに踊る)。
ふうちいがるかんfutsI9aruka9［形］口が軽い。秘密にすべきことなどを、すぐにしゃ
べってしまう状態。ふうちいがるむぬ（口の軽い者)。
ふうちいがるむぬfutsI9arumunu［名］口の軽い者｡何でもかんでも、すぐにしゃべっ
てしまう者。⑪かりや－－（彼は口が軽い)。
ふうちぃざんしんfutsIzaDJiD［名］口三味線。三味線の口まねをすること。トンテンタ
ンテンなどのように歌う。⑯～ぬあしぃ（口三味線をする)。
ふうちいじゃうじいfutsId5audzl［名］口上手。口達者。口先だけでうまいことを言う
こと。ふうちいじゃうじや（口上手な者)。
ふうちいじゃうじぃかんfutsld5audzlkaO［形］口上手である様子。口先だけでうまい
ことを言う状態。⑱ふうちぃじゃうじぃかいひとう人なき－ゆちいきる（口上手
な人には、気をつけろ)。
ふうちいじゃうじやfutsfd5aud5a［名］口上手な者。口先だけでうまいことを言う者。
ふうちぃなうしぃfutsmausl［名］口直し。まずいものを食べた後、おいしいものを食
べて口を直すこと。⑳ふうちぃなうつすあしぃ（口直しをする)。
ふうちいばしぃfutsYbasY［名］口ばし。鳥類の長く突きlLhた口。
ふうちぃびちやfutslbitJa［名］口下手。しゃべるのが下手であること。ふうちいじゃ
うじぃの対義語。⑪ば－－（ぼくは口下手だ)。
ふうちいま－びfutsmaxbi［名］口まね。他の人の言い方を真似ること。⑩ひとうぬ
ふうちいま_びゅ_あしぃ（人の口まねをする)。
ふとうき①utuki［名］仏。仏像。死者の霊。⑬ふとうきゅ－ちゅふうう（仏像を作
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ろ)。しゅ_や～んどうなり－うらまい（おじいざんは、仏になっておられる几
ふうとうていいfututii［動］朽ちる。材木などの組織が壊れ、その機能を失う。ふう
とうていぎ－（朽ちた木)。ふうとうていびとう（いやな人)。⑳き－ぬ－（木が朽
ちる几
ふうとうていかんfututikaD［形］いやな事や人である様子。⑳あてぃふうとうていか
いぱはなつきひらいん（あまりいやな事なので、話はできない)。
ふうとうていぎ－fututi9ix［名］朽ちた木。細胞組織が壊れた木や材木。⑪ふうとう
ていぎ－ゆすり一つしい（朽ちた木を切って捨てるル
ふうとうていびとうfututibitu［名］いやな人。いやな奴。おもしろくない奴。⑭～
とうやちぃきあ－ん（いやな人とはつき合わない)。
ふどうqDudu［名］程。そこでとどまる行為の限界。み－いふどう（身の程)。
ぶとうむちぃbutumutsI［名］夫を持つこと。嫁ぐこと。⑪ぶとうむつちやむちいか
しいかん（夫を持つのは難しい)。
ぶとうむちやbutumutJa［名］夫を持っている人。嫁いだ人。⑪かりや_～（彼女は
嫁いだ人だ)。
ぶないbunai［名］男兄弟から姉妹を指して言う言葉。びぎ－（男兄弟）の対義語。
ぶないがんbunai9a9［名］姉妹の神。姉妹は男兄弟の守護神になると、信じられている。
ぶないびき－bunaibikiX［名］兄弟と姉妹。兄弟と姉妹を合わせた言葉･
ふに①uni［名］骨。カルシウムが多く、動物の体を支える働きをするもの。<ぱぶに
（硬い骨)。や_らぶに（柔らかい骨)。やかたぶに（あばら骨)。「骨のある人」「骨を
折る」などの派生的意味はない。
ふにぐみのuni9umi［名］骨組。骨格。かびとういぬ～（凧の骨組)。
ふにちぃじぃのunitsIdz，［名］骨接ぎ。骨折したものを接ぐこと。⑬ういぴとうい
ふにちぃっじゃにゅ－むぬ（老人の骨接ぎは遅い)。
ふうにゆ－funjux［名］みかん。九年母。ふうにゅ－ぎ－（みかんの木)。⑳～や
す－かん（みかんは酸っぱい几
ふうにゆ－ぎ－funjux9ix［名］みかんの木。みかんの実のなる木。⑭～ゆいぴい
（みかんの木を植える)。
ふうにゆ-ぬしぃどうfunjuxnusldu［名］みかん泥棒。みかんを黙って木から盗ろ人･
ふばしらのubaJira［名］（新）帆柱。帆を張るための船の柱。ふ－ぬはらとも言う。
⑪～うたている（帆柱を立てなきい)。
ふみかしいのumikas，［動］蒸暑くする。普通より温度を高くする。⑪うまつちゅた
き－－（火をたいて、蒸暑くする)。ぶみかしいとも言う。
ふみちぃ①umits，［名］喘息。呼吸が困難になる病気。体などが熱くなることにも使う。
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ぶみちいとも言う。
ふみちぃ①umitsl［動］蒸暑くなる。温度や湿度が高く、蒸きれるようになる。⑪〈ぬ
しいま＿なっちゃ～どうしぃ（この島は夏は蒸暑くなる)。ぶみちいともなる。
ふうなずくfunadzuku［名］船底。船の底の部分゜
ふうなちんfunatJiD［名］船賃。乗船のためのお金。⑬～ぬいだしぃ（船賃を払う)。
ふうなたびfunatabi［名］船旅。船に乗って旅行をすること。昔は、季節風の吹くこ月
頃は、長男や独りっ子を船旅に行かせなかった。⑪ふうなたびや－〈_むぬ（船旅
はつらい)。
ふなぬしぃfunanusI［名］船主。船の持ち主。⑩～ぬどうみ－ん（船主がいない)。
ふうなびんfUnabiO［名］船便。船に乗ったり送ったりする便宜゜
ふうなゆいfunajui［名］船酔い。船に乗って、気分が悪くなること。⑭～やひ￣
あんま－しいかん（船酔いで吐き気がする)。
ふうにfunｉ［名］船。舟。人や物をのせて海をわたる乗り物。がば￣ふうに（大船)･
いみふうに（小舟)。⑪ふうにゅ－はじぃ（舟を作る)。ふうにぬいでいい（船が
出る)。
ふうにあぎfunia9i［名］舟上げ。舟を修理などのため陸に上げること。⑳ふうにあ
ぎゅ_あしぃ（舟上げをする)。
ふうにはじぃfunihadzl［名］舟をはぐ。舟を造ること。⑪ふうにはつじややぐみ
しいかま（舟造りは大変な仕事だ)。
ふうにまちぃfunimatsI［名］船待ち。港に出入りする船を待つこと。⑪～ぬどうな
がかい（船を待つのが長い)。
ふみいのumii［動］ほめる。優れていることを認め、それを立派だと言う。⑬ひとう￣
いらいてい_一（人を偉いとほめる)。
ふみちぃかじや①umitsIkad5a［名］蒸れて発酵して発する時のにおい。すえたような
におい。⑪～ぬあしぃ（すえたようなにおいがする)。
ふみちいわ－ちいちいのumitslwaxtsYtsl［名］蒸暑い天候。気温と湿度の高い天気の
こと。⑪きゅ－ややぐみ～（今日は大変蒸暑い天気だ)。
ふうみあらしぃfumiarasf［動］踏み荒す。足で踏んで、めちやくちゃにする。⑪はい
ゆ～（畑を踏み荒す)。
ふうみ<いいfumikuii［動］（新）踏み越える。物を踏んで越えて行く。⑪しばんつ
ちゅ～（狭い道を踏み越える)。
ふうみ<んfumiku9［動］（新）踏み込む。入り込む。乗り込む。⑬ひとうぬや￣んか
い～（人の家に踏み込む)。
ふうみだいfumidai［名］足場にする台。踏み台。跳び箱などの踏み台。⑭￣から
－１６７－
Hosei University Repository
とうぬう（踏み台から跳ぶ)。
ふむじぃ①umudzr［名］（植）大麦。イネ科の一・二年生の穀物。実は小麦より大きく、
のぎがある。
ふや①uja［名］ランプのほや。ランプの火をおおうガラスの円筒形のもの。宮古島で
は、1950年代頃まで電気はなく、ランプ生活であった。⑪らんぶぬ～うしいぎい
（ランプのほやをはめる)。
ふうゆｆｕｊｕ［名］冬。秋の次の季節。１２．１．２月の寒い季節。ういじいん（春)、な
ちぃ（夏)、つきんしぃ（秋）のように言う。
ふうゆ－fujuX［名］①怠惰。骨おしみ。②無精、ものぐざ。⑳かりや－～やいば
はたらかん（彼は怠惰だから働かない)。
ふうゆ－かんfujuxkaO［形］怠惰である様子。すべきことをせずに、無駄に時間を過ご
す様子。⑪ふうゆ－かいばしいかま_ひらいん（怠惰だから、仕事ができない)。
ふうゆがりfuju9ari［名］冬枯れ。冬の季節に草木が水分を失うこと。⑬〈ぬき￣や
～（この木は冬枯れだ)。
ふうゆぐまいfuju9umai［名］冬ごもり。冬の寒い間、外へ出ないこと。⑳～ひ￣ん
じゃ人かいまいいでいん（冬ごもりで、どこにも出ない)。
ふうゆじぃんfujudzIO［名］冬服。冬の寒い季節に着る服。なちぃじいん（夏服）の対。
ふうゆむいとも言う。ふうゆふう〈とも。⑭～ぬいだひ_ちいい（冬服を出して
着る几
ふうゆじたくfujud5itaku［名］（新）冬仕度。冬の季節が来るのに準備をする。⑪ふう
ゆじたく_あしぃ（冬仕度をする)。
ふうゆふう〈fujufuku［名］（新）冬服。冬の寒い季節に着る洋服。ふうゆじいんが普
通の言い方で、ふうゆむいとも言う。
ふうゆむぬfujumunu［名］冬着る着物。⑭ふうゆむぬ－いだひ_あらう（冬物を
出して洗う几
ふうらfurａ［名］鞍。馬の背中に置いて、人を乗せるもの。ぬ－まいふうら（馬の鞍)。
⑳～うぬ－まんかいぬ－しい（鞍を馬にのせる)。
ふら①ura［名］ほら。実際より大げきに事を言うこと。ふらふうきゃ（ほらを吹〈者)。
⑳－ヶふうちぃ（ほらを吹〈)。
ぶらｂｕｒａ［名］法螺。ほらがい・⑳～うふうちぃ（ほらがいを吹<)。
ぶらｂｕｒａ［名］（地）保良。保良という名前の集落。宮古島の東端に位置する。戸数１００
程度の集落である。
ふらふうきゃ①urafukja［名］ほらを吹〈者。実際より事を大げさに言う者。⑳ふら
ふうきゃ－しんじらいん（ほらを吹〈者は信じられない)。
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ぶらくburaku［名］（新）部落。家が－かたまりになっている所。
ふらちいのuratsI［動］（目を）開ける。閉じていた目を瞳が見えるようにする。
⑳み_ゆ～（目を開ける)。
ふらなのurana［名］西辺小学校の北側にあった池の名前。今はセメント造りになって
いる。
ぶらみちぃburamitsI［動］ぶらぶらする。ぶらぶらして、あちらこちら行く。⑳っ
ぶあがっふあ－かまうどうぶらみき_うい（君の子供はあそこでぶらぶらし
ている)。
ぶらんちぃburantsl［動］前のめりに倒れる。前の方に転んで倒れてしまう。ぶらん
き－にゃ－ん（前のめりに倒れてしまった)。
ぶり－burix［名］（新）無礼。失礼。礼儀をしないこと。ぶり－なくとう（無礼な事)。
-ぶり‐buri［接尾］‘惚れ。多くの動詞の連用形や名詞について、夢中になる意を表す。
あす_ぶり（遊びふけること)。みどうんぶり（女遊びにふけること)。
ぶりいburii［動］折れる。折った状態になる。⑪き_ぬ～（木が折れる)。「道が左
に折れる」・「組合側が折れる」のような表現はない。道の場合は、まがい（曲がる）
を用いる。
ふりい①urii［動］’惚れる。そのものが好きになって、他のものが見えにくくなる。
⑬かりや－かいみどうん_かいどうふり_うい（彼はあの女性に惚れてい
る)。
ぶりがたなburigatana［名］折れた包丁。刃の部分が折れてしまった包丁。⑬～ひ一や
すらいん（折れた包丁では切れない)。
ふぅりすでぃfurisudi［名］（新）振袖。和服の長い袖、またその着物。⑪ふうりす
でゅ_つち_あいちぃ（振袖の和服を着て歩く)。
ふりびとう①uribitu［名］振れ人。気が狂った人。ふりむいとも言う。
ふうりま－しぃfurimaxsl［動］振り回す。棒のようなものをやたらに円を描くように
動かす。⑳ぱうゆ～（棒を振り回す)。「権力を振り回す」のような表現はない。
ぶりまがいburima9ai［動］折れ曲がる・折って曲がった状態になる。⑬ていつきんい
～（鉄筋が折れ曲がる)。
ぶりまぎいburimagii［動］折れ曲げる。二つに合うようにして曲げる。⑳かにゅ－
－（鉄を折れ曲げる几
ふうりまちぃfurimatsl［動］（新）振りまく。あちらこちらにまき散らす。⑪あい
きよ_ゆ～（愛橋を振りまく）。
ぶりみ－burimiX［名］折れ目。二つに合わざるようになった所や境目。ちいんいぶり
み_（着物の折れ目)。⑭～にあ-ひ－たたん（折れ目に合わせて畳む)。
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ふうみ<いいfumikuii［動］踏み越える。踏んで越える。
ふりむぬ①urimunu［名］振れ人。気が狂った人、また馬鹿な人。ふりぴとうとも言う。
子供を叱る時に、「馬鹿な奴だ」との意味でも用いる。
ふりむぬい①urimunui［名］馬鹿げたものの言い方、また馬鹿げた言葉。⑳－ゆあ
しいな（馬鹿な言葉を言うな)。
ふうるｆｕｒｕ［名］風呂。湯をためて、入って体を洗うもの。ゆ－ふうろとも言う｡⑪～
んかいはいい（風呂に入る)。あちぃふうろ（熱い風呂)。
ふうるｆｕｒｕ［名］トイレ。便所。大小便をするための所。昔は豚小屋と一緒の形になっ
ていた。1950年代頃まではそういう形であった。
ふうるじいんfurudzl9［名］古着。着てから長い時間たち、新しきがなくなった着物・
み_じいん（新しい着物）の対。
ふうるだ－うfurudaZu［名］古道具。使ってから長い時間がたって、新しきが失われた
道具。⑳～ゆぎや－つしる（古い道具は捨てなきい)。
ふるばしいのurubasl［動］（新）滅ぼす。滅びなくなるようにする。⑬〈にゅ￣～
（国を滅ぼす)。
ふるびい①urubii［動］（新）滅びる。滅亡する。文化や物などがなくなってしまう。
⑩〈にい～（国が滅びる)。
ふうるましぃfurumasI［動］古くする。時間がたち、新しぎを失わせるようにする｡
⑩ちいんい～（着物を古くする)。
ふうるむぬfurumunu［名］古物。古い物。長時間使って、新しさがなくなった物。
み－むぬ（新しい物）の対義語。⑪ふうるむい_み－t'ぬとうかいる（古い物を
新しい物と替えなさい)。
ふうるや－furujax［名］古い家。建ててからだいぶ時間がたち、新しきが失われた家。
み－や_（新しい家）の対。⑳～んなしいまいん（古い家には住めない)。
ふうるやしいちいfurujasItsI［名］古い屋敷。昔からずっと所有している家敷。み－や
しいちい（新しい屋敷）の対。⑪くま－んきゃんからい～（ここは昔からの古い
屋敷だ)。
ふうるんfuru9［動］古む゜使ってから長時間たち、新しきが失われる。⑳や￣ぬ
ふうるみ_あみぬむい（家が古くなって、雨が漏る)。
ふうるんちぃfuruntsl［名］古い道。あまり使用しなくなった昔の道。み－んちぃ（新
しい道）は対義語。⑱ふうるんつちやつきぬうい－あいちぃぐりかん（古い道
は、草が生えて歩きにくい)。
ふうんｆｕＵ［動］踏む。足で上から押えて、動けないようにする゜ふうんだいは踏みつ
けるの意味。⑬はっじゅ～（足を踏む)。
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ふんのｕＵ［名］本。読むために、考えをまとめたもの。しゆむちぃ（書物）とも言う。
-ふん‐のｕ９［接尾］（新）本。鉛筆などを数える時の助数詞。いつぶん（－本)、にふ
ん（二本)、=んふん（三本)、ゆんふん（四本)、ぐふん（五本)、るっぶん（六本)、
ななふん（七本)、’まつぶん（八本)、きゅ_ふん（九本)、じっぶん（十本）と数える。
ぶんｂｕＯ［名］盆。平たい〈て浅い、物を置いてはこぶ道具。⑪ぶんかいちゃばんぬ
うつき（盆に茶碗を置きなさい)。７月15日の祖先の霊をまつる行事にも使う。しかし
西原の集落では、昔は行わなかった。うぶん（お盆）ともなる。
ぶんいぶどういbunnubudui［連語］（新）盆の踊り。盆踊り。盆の夜に、まわりの人々
が集まってする踊り。⑬～ゆぶどうい（盆踊りを踊る)。
ふうんだいfundai［動］踏みつける。足で上から押さえつける。ふうんちぃきいとも言
う。⑪ふにゅ－ゆふうんだり－にゃ－ん（ミカンを踏みつけてしまった)。
ふんだいのundai［名］放題。わがまま。他人の事など考えず、自分のやりたいように
ふるまうこと。ふんだいぴとう（わがままな人)。ふんだいやらぴ（わがままな子供)。
⑱～ひ_やひとうからしいかいん（わがままでは、人から好かれない)。
ふんだいびとうのundaibitu［名］わがままな人。他人にかまわず、自分本位で行動す
る人。⑬かりや－－（彼はわがままな人だ)。
ふんだいやらびのundaijarabi［名］わがままな子供。人の事を考えず、自分の考えのみ
をとおそうとする子供。⑳ふんだいやらびゅ_しいちいき－なうしぃ（わがまま
な子供をしつけて直す)。
ふんだな①undana［名］本棚。読むための書を整理して立てておくもの。②～んかい
ふ人ぬいりい（本棚に本を入れる)。funtsYkii［動］踏みつける。
ふうんちぃきいfuntsfkii［動］踏みつける。足で上から押きえつける。⑪ひとうぬ
はっじゅ～（人の足を踏みつける)。ふうんだい（踏みつける）の方が、ふうんちぃ
きいより力が強い感じがする。
ふうんなかfunnaka［名］（地）国仲。伊良部島の東方に位置する集落名。なかちぃ（仲
地）集落の隣にある。伊良部のことは、いらうと言う。
ふんにん①unni9［名］本人。その人。該当する当人。⑬～なみ－んな（本人は居な
いか)。
ふうんぱいfumbai［動］（新）ふんばる。両足に力を入れて、後退しないようにする。
頑張る意味でも用いる。んぱいとも言う。⑳人みやひつちやふうんばり（もう少
し踏ん張れ)。
ぶんぶんbumbu9［擬音］ぼうぼう。薪や枯葉などがさかんに燃える様子。⑬うまちい
ぬ－てい－むいい（火がぼうぼうと燃える)。蝿などの飛び音にも使う。⑭はいぬ
～てい－とうう（蝿がぶんぶんと飛ぶ)。
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ぶんみかしぃbummikasI［動］ぼうぼうさせる。火をぼうぼうと激しく燃やす。また、
棒などをぶんぶん激しく振り回す。⑳うまつちゅ～（火をぼうぼう燃やす)。ばうゆ
ぶんみかひ－ひとう－うどうるかしぃ（棒をぶんぶん振り回して、人を驚かす)。
ぶんみや－bummja：［名］公民館。村の人々の教養向上のため作られた集会場所。村の
行事の話し合いや映写会・講演などが行われる。また子供の遊び場にもなった。西原で
は東支部の中央通りに建てられている。その後側には、祠があり拝所になっている。
へ
'、－ｈｅｘ［感］へい゜はい。目上の人に対して、その意を理解．承知した気持などを表
す。⑪ちぃかいび－ぬぬしいんかいへ_がへ_てい_うがみ－うたい（召使
いが主人に、はいはいと承諾していた)。
ベーｂｅ：［感］さあ。人に行動を促す時に発する声。ためらう時に使う「ざあ？」の意
味はない。⑱べ－はいは－まりうぐいむい_とうい（さあ、はい、早く贈物
を取りなさい)。
ベーｂｅ：［感］ベ-．子供達が、相手を小馬鹿にしたりいたずらする時、目の下に指を
あてて発する声。普通は、あかく_と言う。⑰ベ－てい_ひとう_うさいい
（べ－と、人を小馬鹿にする)。
ぺ一Ｐｅｘ［擬態］ぺっ。口に入れられないものを吐き出す時に言う。ペーペー（口に入
れられない汚いもの)。⑳っきりいう_ふあい_ペ_てい－とうばちぃ（腐った
魚を食べて、ぺっと吐き出す)。
ぺってい－pettix［副］ぺっと。唾を吐く時の様子を示す。⑬～ちぃつちゅとうば
ちぃ（ぺっと唾を吐くル
ペーペーpexpex［名］口に入れられないような汚いもの。⑳うぬみだま_～ど_
（そのビー玉は汚いものだぞ)。いつも不潔にしている者にも言う。
べんｂｅＯ［名］（新）弁。多くの人を前にしての話しぶり。バルブなどの弁にはせん
（栓）を使う。⑱かりや－ベんぬどうたちぃ（彼は弁が立つ)。
べんきよ－beOkjox［名］（新）勉強。遊ばずに、学業に励むこと。⑪やらぴぬとう
きやんなわいてい－～ゆあっす（子供の時は、一生懸命勉強しなきい比
べんと－bentoX［名］（新）弁当。外出している時、手軽に食べられる食べ物。⑪～ゆ
ふあう（弁当を食べる比
べんと－ばくbentoxbaku［名］弁当箱。外出先で手軽に食べる物を入れる容器。⑬べ
んと_ばく－あらう（弁当箱を洗う)。
べんべんbembe9［名］（幼）べべ゜着物の意の幼児語。@じよ￣～ぬっちゃでい
い－（さあ、着物を着ましょうね)。
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ほ
ほ一ｈｏｚ［名］（新）法。法律。⑪～ゆうかしぃ（法を犯す)。
ほ一ｈｏｘ［感］ほう。感嘆したり驚いたりした時に発する声。⑳～あいどうあた
いな（ほう、そうだったのか)。
ぼ－しboxJi［名］（新）帽子。頭にかぶって、暑言などを防ぐもの。むぎわらぽ－し
（麦わら帽子)。⑰なっちゃあちいかいばぼ_しゅ_かつぶぃ－ふかんかい
いでいる（夏は暑いから、帽子をかぶって外には出なきい)。
ぼ一しゅ－ｂｍＪｕ：［名］芒種。二十四節の一つ。雨の多い季節。六月六日頃。しゅ_
まんぼ－しゅう（小満芒種）ともなる。⑱んなま_ぼ_しゅ_やいばあみばか_
いど－（今は芒種だから、雨ばかりだぞ)。
ぼ-たうしboxtauJi［名］（新）棒倒し。運動会で男子が二組にわかれて棒を立て、そ
れを相手に倒きれないようにする競技。棒のことは、普通ばうと言う。うんど-かいぬ
～（運動会の棒倒し)。
ぼ－ふうらboXfura［名］（昆）ぼうふら。水たまりにいる蚊の幼虫。４０年前頃までは、
多くのぼうふらを見たが、最近はあまり見られなくなった。⑭～ぬどうう－ぎ-
うい（ぼうふらが泳いでいる)。
ぽ－ぽ－poxpoX［名］料理名の一つ。小麦粉を水でこれて広げたものに、野菜や豚肉
などをつつんで巻き、焼いた食べ物。⑪～ゆやき_ふあう（ぼうぼうを焼いて食
べる)。
ぽ－ん－たｐｏｘｍｔａ［名］木の実の一つ。人－たは、木の実の意味。豆粒くらいの黒い
木の実。紫色の甘い汁が出る。葉は小さく、低い木である。実は夏から秋にかけて成る。
ぼんＰＯＤ［擬音］ぼん゜ぽんと。腹をたたく音。また水中に石などの落ちる音。⑬ぱた
うぼんてし､－つたちぃ（腹をぽんとたたく）。
ぽんぽんpompoO［擬音］ぽんぽん。ぽんぽんとエンジンの音をたてて走る小苔な船な
どの音。⑩～てい－ふうにいはい（ぽんぽんと船が走って行く)。
ぽんぽんせんpompoDseO［名］（新）ぽんぽん船。ぽんぽんとエンジンの音を出す小ざ
な船。今はあまり見られなくなった。⑩～ぬざんばしからいでい－はい（ぽん
ぽん船が桟橋から出て行く）。
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